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チャドクガが発生するため敬遠されやす

いが、発生初期の幼虫は日中、葉の裏側

に隊列を組んでいるので、比較的簡単に

除去できる。他にはカイガラムシ。病害

ではもち病になることがある。 

萌芽力があり剪定に耐えるので、生垣、

添景、刈り込みなど利用範囲は広い。夏

には翌年の花芽が形成されるので、剪定

は梅雨前がよい。風通しの確保がポイン

ト。 

比較的浅根性（根の張り方が浅い）のた

め、根元が乾燥すると衰弱するのでマル

チング材などで覆うと良い。早咲き品種

は１０月頃から、遅咲きは３月頃に開花

する。 
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好みの環境 

日当り 陽 ○ ○ 耐 陰 

土 壌 乾 ○ 湿 

寒 さ 強 ○ 弱 

暑 さ 強 ○ 弱 

潮 風 強 ○ 弱 

茶畑に同じツバキ科のサザンカを植えると、香

りの良いお茶ができるという。真偽は定かでは

ない。 

Memo 

白の一重咲きが原種だが八重、赤、ピンク、白

地にピンクの絞り咲きなど園芸品種が豊富。花

期は、品種により秋から春まで幅がある。寒い

地方では赤い花のタチカンツバキがサザンカと

して流通する。秋から冬、花の少ない時期に美

しい花を咲かせる常緑樹として貴重な存在。 

生長：やや遅い 特 記 

ツバキ科（APGⅢ） 科 名 

常緑／中高木／木本植物／在来種 

サザンカ  [ 山茶花 ]  
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